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２０１９年度明治大学法科大学院Ⅰ期一般選抜入学試験 出題趣旨・採点基準 

 

【小 論 文】 
 

 

【出題の趣旨】 

 京都市内のある国立大学のキャンパス周辺の立て看板（通称「タテカン」）をめ

ぐる問題について論じた２０１８年５月１８日付「京都新聞社」の社説を題材とし

て、景観の保護と表現の自由の尊重という価値観の異なる２つの立場の対立と調整

について考えさせる問題である。 

 問は３つの設問からなり、説問１では、社説の中に記述されている三者の立場、

すなわち、①京都市当局、②当該大学当局、③学生の立場を対比的に整理すること

を求めている。また設問２では、社説の執筆者が提起している新たな視点（①②③

の立場とは異なる新たな視点）を挙げているところ、それを読み取って要約するこ

とを求めている。最後に設問３では、設問１及び２における解答を踏まえて自分の

意見を述べることを求めている。 

 

【採点基準】 

採点に当たっては、設問１および２が題材の社説を読み取る能力、読み取ったこ

とを整理し、文章として表現する能力等を評価の対象としているのに対して、設問

３では、受験生に「問題解決」の方策に係る自分の意見（主観）を自由に述べさせ

ることを前提として、論述の明確性、論理性、具体性、客観性、バランス感覚、公

平性を評価の対象としている。 


